ブンサン システム ジョウ デノ サービス シヨウ ノ ジツゲン by ヤマグチ, ヒロズミ et al.
Osaka University











弘 ず純み氏 名 口
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号 第 13956 守Eコ
学位授与年月日 平成 10 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 l 項該当
基礎工学研究科情報数理専攻






















































そ 3 分の 2 であったことから提案法はそれらを直接記述する煩雑さの軽減や誤りの排除に役立つといえるo 提案法で
全体記述のー遷移ごと独立に最小化されたメッセージ交換数は，人手により複数遷移間で最小化されたものと比較し
遜色ない数であった。一方， 50変数が10台の計算機に多重分散配置されたかなり大規模の問題に対しても提案法での
メッセージ交換数の最小化は数分で行えた。これらの研究成果は理論的にも実用的にも意義があるものといえる。
次に，動作の実行時刻間に制約があるサービス仕様を時間ペトリネットの変数計算拡張モデ、ルで記述し，変数の分
散配置指定と各計算機聞の通信遅延の最大/最小値の指定のもとでプロトコル仕様を自動生成する方法を提案してい
る。通信遅延も考慮して変数計算を実現する方法は従来提案されていない。一般に実行順序制御や変数計算の実現の
ための通信の遅延によってはサービス仕様の時間制約を満足できない場合もあるが，提案法では変数計算の実現のた
めの通信の遅延をできるだけ抑える方針を採用し，その方針のもとで元の時間制約を満たせるか否かを線形計画問題
の解法を用いて機械的に判定できる o 満たせる場合にはプロトコル仕様の各動作の時間制約も同時に決定するが，な
るべく緩い時間制約が得られるようにしている o 提案法はデータ転送遅延を含む多くの実時間分散システムの設計に
有用であり，理論的にも興味深いものといえる。
以上の研究成果は高信頼分散システムの設計技術の向上に貢献しており，本論文は博士(工学)の学位論文として
価値あるものと認める。
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